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はじめに
ピタゴラスの定理(三平方の定理)の面白い証明を見つけたのでメモしておきます.
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証明 1
文献[1] の 60 ページ, [2] の 8 ページ及び[3] を参考にする.

直角三角形𝐴𝐵𝐶があるとき, 点𝐵を中心として半径𝑐の円を描く. このとき三角形𝐴𝐶𝑄と三
角形𝑃𝐶𝐴は相似なので

𝑐 − 𝑎
𝑏

=
𝑏

𝑐 + 𝑎

となる. つまり𝑎2 + 𝑏2 = 𝑐2が成立する. 証明終了.
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証明 2
文献[4] の 128 ページ及び[2] の 7 ページを参考にする.

図形全体の面積を𝑆とする. 全体を 1つの台形だと見なせば

𝑆 =
1
2
(上底+下底) ×高さ

=
1
2
(𝑎 + 𝑏)(𝑎 + 𝑏) =

1
2
(𝑎 + 𝑏)2

全体を 3つの直角三角形と見なせば

𝑆 =
1
2
𝑎𝑏 +

1
2
𝑐𝑐 +

1
2
𝑎𝑏 = 𝑎𝑏 +

1
2
𝑐2

以上より 12(𝑎 + 𝑏)
2 = 𝑎𝑏 + 1

2𝑐
2を整理すると𝑎2 + 𝑏2 = 𝑐2が得られる. 証明終了.
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